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西労組

　

来
年
度
以
降
の
よ
り
具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
、
10
月
13
日

〜
14
日
に
神
戸
地
本
準
備
の
も
と
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開

催
す
る
第
27
回
定
期
委
員
会
に
て
提
起
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

（
2
）
主
体
的
な
青
年
女
性
委
員
会
活
動
の
展
開

①
情
宣
活
動
の
充
実

　

中
央
本
部
で
は
、
新
入
組
合
員
の
歓
迎
や
各
級
機
関
の
新
体
制

の
紹
介
、
各
種
行
事
の
開
催
予
定
と
い
っ
た
青
年
女
性
委
員
会
に

関
わ
る
情
報
を
機
関
紙
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ‘
Ｓ
」
に
て
発
信
し
て
き
ま
し

た
。「
Ｙ
Ｏ
Ｕ‘
Ｓ
」
は
各
地
本
・
総
支
部
、
支
部
、
分
会
の
青
年

女
性
役
員
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
、
発
行
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、「
Ｙ
Ｏ
Ｕ‘
Ｓ　

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」
は
、
行
事
の

開
催
内
容
に
加
え
、
参
加
者
の
声
や
次
回
行
事
の
案
内
な
ど
、
青

年
女
性
委
員
会
の
活
動
が
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
編
集
、
発
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。さ

ら
に
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
労
組
新
聞
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
ニ
ュ
ー
ス
へ

の
寄
稿
を
掲
載
し
、
青
年
女
性
委
員
会
の
活
動
を
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

組
合
員
全
員
に
知
っ
て
も
ら
い
、
青
年
女
性
委
員
会
活
動
が
よ
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
、
青
年
女
性
委

員
会
の
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
「
青
年
女
性
委
員
会
か
わ
ら
版
」
を
設

け
て
お
り
、
最
新
の
行
事
開
催
の
案
内
を
は
じ
め
、「
Ｙ
Ｏ
Ｕ‘
Ｓ
」

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ‘
Ｓ　

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
、
取
り
組
み
や
各
種
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
誰
で
も
何
時
で
も
何
処
で
も
、
情
報
が
取
得
で
き
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
青
年
女
性
組
合
員
に
こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、

内
容
の
充
実
を
含
め
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
な
る
よ
う
に
一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

③
中
央
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　

各
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
職
種
に
特
化
し
た
内
容
で
行
う
「
バ
ス
ユ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
「
医
療
系
統
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
学
習
会
が
主
体
の
「
青
女
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
男
女

が
と
も
に
生
き
生
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
考
え
る
「
男
女

平
等
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
線
に
つ
い

て
学
び
、
考
え
る
「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
・
職
種
ご
と
の
課
題
や
問
題
点
等
を
共
有

化
す
る
と
と
も
に
、
特
有
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
な
が

ら
「
私
た
ち
の
職
場
」
「
将
来
の
社
会
」
を
考
え
る
場
と
し
て
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
行
事
の
当
初
の
目
的
か
ら
開
催
内
容
が
様
変
わ
り

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
今
の
青
年
女
性
委
員
会
に
は
ど
の
よ
う

な
活
動
が
必
要
な
の
か
、
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

④「
指
令
所
組
合
員
と
の
意
見
交
換
会
」の
開
催

　

12
月
を
目
途
に
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
年

間
の
開
催
回
数
、
開
催
日
、
対
象
系
統
や
実
施
方
法
等
を
議
論
す

る
た
め
「
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
言
に
よ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
意
見
交
換
の
場
に
な
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

⑤「
中
央
本
部
主
催
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」の
開
催

　

中
央
本
部
は
「
組
合
員
同
士
の
相
互
交
流
」
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
ユ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
引
き
続
き
開
催
し
ま

す
。
今
年
は
、
京
都
地
本
準
備
の
も
と
9
月
23
日
〜
24
日
に
京
都

市
内
を
中
心
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
組
合
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
内
容
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
交
流
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
な
活
動
と
な
る

よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
継
続
的
な
社
会
貢
献
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
実
施

　

今
か
ら
始
め
ら
れ
る
、
誰
も
が
身
近
に
で
き
る
継
続
的
な
社
会

貢
献
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
引
き
続
き
、
使
用
済
み
切

手
・
プ
ル
タ
ブ
回
収
を
行
い
ま
す
。
使
用
済
み
切
手
回
収
は
活
動

が
停
滞
し
て
い
る
よ
う
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
活
動
の

目
的
を
明
確
に
示
し
、
全
て
の
組
合
員
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

自
由
に
し
て
民
主
的
な
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

つ
い
て
は
、
日
々
の
世
話
役
活
動
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
役
員
と
し
て
経
験
を
積
む
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
階
級
的
労

働
運
動
に
よ
る
国
鉄
崩
壊
＝
雇
用
不
安
の
反
省
と
教
訓
の
う
え

に
、
25
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
歴
史
や
、「
対
立
」
と

「
協
力
」
で
表
さ
れ
て
い
る
企
画
提
案
型
運
動
の
組
織
運
営
な
ど

を
、
し
っ
か
り
と
理
論
立
て
て
学
ぶ
、
教
育
活
動
も
非
常
に
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
各
級
機
関
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
し
取
り

組
む
事
と
し
ま
す
。
中
央
本
部
に
お
い
て
は
引
き
続
き
「
ユ
ニ
オ

ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
柱
に
教
育
活
動
を
精
力
的
に
進
め
ま
す
。

　

そ
の
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
す
が
、
基
本
的
に
骨
格
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
新
任
役
員
向
け
の
「
役
員
基
礎
」
中
堅
役
員
向

け
の
「
役
員
実
践
」
そ
し
て
将
来
の
専
従
役
員
育
成
も
視
野
に
入

れ
た
「
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
養
成
」
の
三
段
階
の
基
本
コ
ー
ス
と
、

対
象
の
役
員
育
成
を
主
眼
に
お
い
た
「
女
性
役
員
」「
安
全
衛
生

委
員
会
実
践
」
の
各
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
が
、
今
年
度
は
組
織

運
動
の
最
も
大
事
な
分
会
活
動
の
活
性
化
に
向
け
、
将
来
的
に
は

新
任
役
員
向
け
教
育
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
新
任
役
員
が
受

講
可
能
と
な
る
地
方
開
催
と
し
、
中
央
本
部
と
し
て
は
中
堅
役
員

以
上
の
教
育
に
特
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
方
向
性
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
地
方

教
育
充
実
に
向
け
、
地
本
総
支
部
書
記
長
お
よ
び
教
育
部
長
を
対

象
に
「
教
育
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
詳
細

に
つ
い
て
は
、
大
会
終
了
後
の
教
育
担
当
者
会
議
で
決
定
す
る
事

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
コ
ー
ス
と
も
女
性
役
員
の
参
加
実
績
が
少
な
い（
46

名
22
％
・
女
性
役
員
コ
ー
ス
を
除
く
と
10
％
）
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

連
合
が
定
め
る
第
3
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
の
観
点
か
ら

も
、
女
性
受
講
生
の
派
遣
拡
大
の
取
り
組
み
も
強
化
し
ま
す
。
ま

た
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
修
了
生
に
対
し
、
研
修
終
了
後
１
〜
2
年

経
過
後
、
研
修
時
に
作
成
し
た
決
意
文
と
合
わ
せ
フ
ォ
ロ
ー
レ

タ
ー
の
送
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
各
地
本
総
支
部
に
お
い
て

も
、
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
修
了
生
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
開
催

等
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
構
築
を
要
請
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
人
事
大
会
の
年
で
あ
り
、
新
任
の
専
従

役
員
就
任
を
想
定
し
、
新
任
専
従
役
員
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

ま
た
「
新
入
組
合
員
半
年
後
研
修
」「
Ｌ
Ｍ
層
役
員
研
修
」
を

引
き
続
き
地
本
･
総
支
部
主
催
（
本
部
共
催
）
で
開
催
し
、
講
師

派
遣
等
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
1
）
中
央
本
部
主
催「
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」の
開
催

①
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
コ
ー
ス（
2
泊
3
日
）
年
１
回

　

分
会
三
役
や
支
部
・
地
本
役
員
と
し
て
過
去
に
ユ
ニ
オ
ン
カ

レ
ッ
ジ
を
修
了
し
、
将
来
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
中
心
的
役
員
と
し
て

活
躍
し
得
る
と
地
本
・
総
支
部
執
行
委
員
長
が
推
薦
す
る
方
を
対

象
に
、
オ
ル
グ
の
意
義
と
実
践
教
育
、
本
部
・
地
本
の
専
従
役
員

と
の
議
論
な
ど
を
通
じ
、
役
員
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
む

け
た
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

②
役
員
実
践
コ
ー
ス（
1
泊
2
日
）
年
１
回

　

す
で
に
役
員
を
経
験
し
た
方
を
対
象
に
、
世
話
役
活
動
の
重
要

性
の
認
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
、
模
擬
職
場
集
会

開
催
な
ど
実
践
的
な
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
、
各
級
機
関
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
具
体
的
に
は
主
に

分
会
三
役
以
上
（
地
本
・
支
部
執
行
委
員
）
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。

③
役
員
基
礎
コ
ー
ス（
1
泊
2
日
）
年
2
回

　

初
め
て
役
員
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
労
働
組
合
の
歴
史
や
、

役
員
の
心
構
え
な
ど
役
員
と
し
て
の
基
礎
ス
キ
ル
習
得
を
目
的
と

し
て
、
具
体
的
に
は
主
に
基
本
組
織
の
新
任
執
行
委
員
や
青
年
女

性
委
員
会
の
新
任
役
員
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

④
女
性
役
員
コ
ー
ス（
1
泊
2
日
）
年
１
回

　

連
合
は
、
第
4
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
（
2
0
1
3
年
10

月
〜
2
0
2
0
年
9
月
）
に
お
い
て
、
役
員
の
女
性
比
率
を
30
％

に
す
る
目
標
を
掲
げ
、
各
構
成
組
織
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ｒ

西
労
組
も
目
標
達
成
に
む
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
助
と

す
べ
く
、
女
性
役
員
の
育
成
強
化
と
相
互
の
交
流
を
目
的
と
し

て
、
女
性
役
員
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

⑤
安
全
衛
生
委
員
会
実
践
コ
ー
ス（
1
日
）
年
１
回

　

職
場
活
動
に
お
け
る
｢
安
全
衛
生
委
員
会
｣
の
意
義
な
ど
、
基

礎
知
識
向
上
と
実
践
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
労
働

者
側
の
安
全
衛
生
委
員
（
3
号
委
員
）
に
指
定
さ
れ
た
分
会
役
員

等
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

⑥
教
育
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス（
1
泊
2
日
）
年
１
回

　

地
本
・
総
支
部
の
書
記
長
と
教
育
部
長
を
対
象
に
、
地
方
開
催

の
教
育
活
動
充
実
に
向
け
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
の
企
画
か
ら
実

践
に
つ
い
て
、
理
論
お
よ
び
ス
キ
ル
習
得
を
ね
ら
い
に
し
た
研
修

を
開
催
し
ま
す
。

（
2
）
地
方
本
部
･
本
社
総
支
部
主
催
研
修
に
つ
い
て

　

本
部
と
共
催
の
「
新
入
組
合
員
半
年
後
研
修
」
「
Ｌ
Ｍ
層
役
員

研
修
」
と
は
別
に
、
各
地
本
･
総
支
部
や
各
級
機
関
主
催
で
創
意

工
夫
し
た
「
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」
の
開
催
を
要
請
し
ま
す
。
中

央
本
部
か
ら
は
、
必
要
に
応
じ
教
材
の
提
供
や
講
師
の
派
遣
を
行

う
こ
と
と
し
ま
す
。

（
3
）
そ
の
他

①
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
の
派
遣

　

各
地
本
・
総
支
部
に
対
し
、
事
務
局
と
し
て
の
参
加
も
教
育
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
級
役
員
の
事
務
局
の
派
遣
を
要
請
し

ま
す
。

②
部
外
研
修
へ
の
派
遣

　

他
産
別
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
や
知
識
習
得
を
目
的
と
し
て
、
今

年
度
も
、
引
き
続
き
富
士
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
「
ユ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
部
外
主
催
の
各
種
研
修
会

に
、
研
修
生
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
合
わ
せ
て
事
務
局
と
し
て
も

派
遣
す
る
事
と
し
ま
す
。

　

情
宣
活
動
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
取
り
組
み
内
容
や
、
成
果

や
課
題
を
全
組
合
員
が
共
有
化
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
外
部
へ
の
情
報
発
信
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。
若
手
組
合
員
が
大
幅
に
増
加
す
る
中
で
、
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
が
見
え
に
く
い
」
「
な
か
な
か
組
合
の
動
き
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
年
度
も
引
き

続
き
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
の
次
代
へ
の
継

承
と
浸
透
を
図
る
た

め
に
、機
関
紙
や
各

種
ニ
ュ
ー
ス
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実

に
取
り
組
み
、〝
Ｊ
Ｒ

西
労
組
運
動
の
見
え

る
化
〞
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
機

関
紙
「
Ｊ
Ｒ
西
労

組
」
の
毎
月
2
回
の

定
期
発
行
、「
Ｊ
Ｒ

西
労
組
ニ
ュ
ー
ス
」

の
随
時
発
行
、「
組

織
ニ
ュ
ー
ス
」「
業

務
ニ
ュ
ー
ス
」「
春

闘
ニ
ュ
ー
ス
」「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
の
随
時
発
行
、

「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
随
時
更
新
に
よ
り
内
外
へ
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
手
組
合
員
へ
よ
り
効
果
的
に
情
報
を
伝
達
す
る
手

段
を
模
索
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
向
け
た
検

討
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
親
し
み
や
す
く
魅
力
の
あ
る
機
関
紙
の
発
行

　

本
部
機
関
紙
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
こ

れ
ま
で
の
方
針
を
継
承
し
、
毎
月
２
回
の
定
期
発
行
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
や
家
族
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
機
関

紙
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
各
級
機
関
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
連
載

記
事
「
ロ
マ
ン
は
実
を
結
ぶ
」
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

各
地
本
・
総
支
部
の
動
き
を
反
映
す
る
た
め
、
定
期
的
に
各
地

本
・
総
支
部
の
取
り
組
み
内
容
を
掲
載
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
世
代
交
代
が
進
む
中
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
安
全
の
確
立
、
本
部
大
会
、
総
合
労
働
協
約

改
訂
交
渉
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け
上
が
り
大
会
、
春
季

生
活
闘
争
な
ど
に
つ
い
て
は
、
機
関
紙
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
ニ
ュ
ー

ス
」
に
お
い
て
、
随
時
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
発
行
の
際

に
は
、
労
働
運
動
の
必
要
性
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各

種
集
会
、
業
務
・
組
織
の
成
果
と
課
題
、
交
渉
内
容
な
ど
に
つ
い

て
組
合
員
と
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

（
2
）「
業
務
ニ
ュ
ー
ス
」「
春
闘
ニ
ュ
ー
ス
」「
組
織
ニ
ュ
ー
ス
」の

　
　

 

随
時
発
信（
省
略
）

（
3
）
各
級
機
関
に
お
け
る
機
関
紙
の
発
行
と

　
　

 

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
取
り
組
み（
省
略
）

（
4
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実（
省
略
）

（
5
）
ダ
イ
レ
ク
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
充
実
と
登
録
拡
大

　
　
（
携
帯
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
伝
達
）（
省
略
）

（
6
）Ｊ
Ｒ
連
合
等
に
関
す
る
取
り
組
み（
省
略
）
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9 

教
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取
り
組
み

10 
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宣
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動
の
取
り
組
み


